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毎
号
と
じ
こん
で
く
だ
さ
いo
 

き
っ

と
お
役
に
立
ちま
すo
 

,
 

プ
レプ
レ
に
も
 

あ
ク
忙
ノ
 

今
日
は
、
全
校
生
徒
七
十
七
人
が
、春
か
ら
育
て
た
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
穫
日
。
小
さ
な
素
手
で
、
「こ
こ
掘
れ
ワ
ン
ワ
ン
」
の

か
け
声
も
楽
し
く
、
真
黒
な
土
を
掘
る
と
、出
た
出
た
、
可
愛

い
い
の
や
、大
き
い
の
が
ぞ
く
ぞ
く
。
こ
の
日
の
収
穫
は
、
約

百
五
十
キ
ロ
。半
分
は
、
近
所
の
「
青
松
園
」
の
お
年
寄
り
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
 

近
い
う
ち
、
学
校
の
敷
地
内
で
、お
い
し
い
焼
イ
モ
会
と
な
 

る
そ
う
で
す
よ
。
 

（
東小
学
校
）
 

シンボル7ーウ
広報

毎
回
方
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

4ω'7
以
〆
い
「
よ
り

今
日
は
、
全
校
生
徒
七
十
七
人
が
、
春
か
ら
育
て
た
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
種
目
。
小
さ
な
素
手
で
、
「こ
こ
掘
れ
つ
ン
つ
ン
」
の

か
け
声
も
楽
し
く
、
真
黒
な
土
を
掘
る
と、

出
た
出
た
、
可
愛

い
い
の
や
、
大
き
い
の
が
ぞ
く
ぞ
く
。
こ
の
日
の
収
穫
は
、
約

百
五
十
字
口
。
半
分
は
、
近
所
の

「青
松
園
」
の
お
年
寄
り
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

近
い
う
ち
、
学
校
の
敷
地
内
で
、
お
い
し
い
焼
イ
モ
会
と
な

る
そ
う
で
す
よ
。

(東
小
学
校
)

ふ
W
A
りに，
J

7 / 明日への子どもたち

前月比
男 23 ， 615 司 (+1 5) 
女 26，266 I~ (-2) 
計 49，881 11 (+13) 
世帯数 16，552 (+17) 
( 9月30日現花住民基本台帳)
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難
響
尋
 

（
人
件
費
の
状
況
）
 

平
成
三
年
度
普
通
会
計
決
算

見
込
み
に
よ
る
人
件
費
の
状
況

は
 
「表
1
」
 
の
通
り
です
。
ま

た
、
平
成
四
年
度
普
通
会
計
当

初
予
算
に
よ
る
人
件
費
の
う
ち
、
 

一
般
職
員
の
給
与
費
は
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。
 

（
職員
給
与
の
状
況
）
 

（
給料
）
 

●

職
員
の
代
表
的
な
職
種
で
あ
 

（
注）
 

1
 
職
員
数
に
は
、
持
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。
 

2
 
給
与
費
及
び
職
員
数
は
、
 

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の

で
す
。
 

3
 
そ
の
他
の
手
当
は
、
扶
養
、
 

住
居
、
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
（退
職

手
当
は
含
み
ま
せ
ん
）
 

る
一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、「表
2
」
 

の
と
お
り
で
す
。
 

ま
た
、
 一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、
 

「表
3
」
 
のと
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
国
と
同
じ
で
す
。
 

●

職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
責

任
の
程
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 一
般
行

政
職
員
の
級
別
の
職
員
数
の
状

況
は
「
表
4
」
の
と
お
り
で
す
。
 

（
諸
手当
）
 

2
 

●

扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
の

制
度
と
同
じ
で
す
。
 

以
上
、諸
手
当
の
状
況
は
「表
 

5
」
 
のと
お
り
で
す
。
 

●

退
職
者
に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
由
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
 

●

期
末
・
勤
勉
手
当

（
い
わゆ

る
ボ
ー
ナ
ス
）
は
、
国
と
同
じ

で
年
五

・
四
五
カ
月
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

●

特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
、
 

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

時
間
外
勤
務
手
当
（
超
過
動

務
手
当
）
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

〔表 1 〕人件費の状況（普通会計） 

区分 
住民基本 
台帳人口 
(3 年度末） 

歳出額 
A 実質収支 

人件費 
B 

人件費率 
(B/A) 

平成 2 年度
の人件費率 

3 年度
見 込 

4.3.31現在 
人 

49,689 

千円 

16,604,336 

千円 

181,799 

千円 

2,874,078 

% 

17.3 

% 

16.5 

〇人件費には、特別職に支給される給料、報酬が含まれています。 

期末ェ，1乙
勤勉丁」 

その他の
職員手当 
2億1,076 

力 
3千円 
／ × 

給与費総額 、 
22億6,363カ 

4千円 

職員数‘ ノ 

3lツ 

職員一人当たり給与費588万円 

計
 

会
 

通
 

普
 

況
 

状
 

の
 

費
 

与
 

給
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職
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〔表 3 〕一般行政職員の学歴別の初任給及び 
経験年数別平均給料月額の状況 

（平成 4 年 4 月 1日現在） 

区 分 初 任 給 
採用 2 年 
経 過 日 
給 料 額 

経 	験 	年 	数 

10年以上 
15年未満 

15年以上 
20年未満 

20年以上 
25年未満 

大学卒 153,700円 167,300円 233,371円 288,432円 352,500円 

高校卒 124,900円 133.800円 190,718円 240,096円 294,200円 

,  
〔表 4 〕ー般行政職員の級別職員数の状況 

〔表 2 〕ー般行政職員の
平均年齢及び平均給料 

月額の状況 
（平成 4 年 4 月 1日現在） 

区 	分 五所川原市 国 

平 均 年齢 43.5歳 38.8歳 

平均給料月額 296 ,836円 275 ,128円 

（平成 4 年 4 月 1日現在） 

区 分 9 	級 8 級 7 	級 6 	級 5 級 4 	級 3 	級 2 級 1 	級 計 

標準的な
職務内容 

部 長 参 事 課 長 
課 長 
補 佐 

副主幹 係 長 主 任 主 事 主 事 / 
職員 数 15人 9人 61人 37人 60人 54人 49人 43人 7人 335人 

構成比 4.5% 2.7% 18.2% 11.1% 17.9% 16.1% 14.6% 12.8% 2.1% 100% 

〇標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名である。 
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状
況
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兄
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み
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り
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、
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〔表 1J人件費の状況(普通会計)
住民基本 歳出 額 人件費 人件費率 平成2年度

区分 台帳人口
A 実質収支 B (B/A) の人件費率( 3年度末)

4.3.31現在 千円 千円 千円 % % 
3年度 人
兄込 49，689 16，604，336 181，799 2，874，078 17.3 16.5 

@人件費には、特別職に支給される給料、報酬が含まれています。

職員給与費の状況(普通会計)
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持
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当
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も
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そ
の
他
の
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ど
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手
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員
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年
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「
表
2
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の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、

一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
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及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、

「表
3
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お
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で
す
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の
初
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給
は
固
と
同
じ
で
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の
給
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程
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4
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〔表2J一般行政職員の
平均年齢及び平均給料

月額の状況
(平成 4年4月1日現在)

五所川原市 | 国

職員一人当たり給与'/1(588万円

〔表3J 

(平成4年4月1日現在)

区 分 9 級 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 事告 言十

標準的な
部長 参事 課長

謀長
副主幹 係長 主任 主事 主事 / 職務内容 補佐

職 員 数 15人 9人 61人 37人 60人 54人 49人 43人 7人 335人

権成比 4.5% 2.7% 18.2% 1l.1% 17.9% 16.1% 14.6% 12.8% 2.1% 100% 

一般行政職員の級別職員数の状況〔表4J

(諸
手
当
)

-
期
末

・
勤
勉
手
当

(
い
わ
ゆ

る
ボ
ー
ナ
ス
)
は
、
国
と
同
じ

で
年
五
・
四
五
ヵ
月
分
と
な

っ

て
い
ま
す
。

@ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名である。

-
退
職
者
に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
由
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

-
特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
、

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
時
間
外
勤
務
手
当

(
超
過
勤

務
手
当
)
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

-
扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
の

制
度
と
同
じ
で
す
。

以
上
、
諸
手
当
の
状
況
は
「
表

5
」
の
と
お
り
で
す
。
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〔表 6〕特別職の報酬等の 
状況 

（平成 4 年 4 月1日現在） 

区
 
分
 

給料（報酬） 

月額 
期 末 手 当 

市
 

長
  

750 円 ,000 

助
 

役
  

625 円 ,000 

（支給割合） 

収
入
役
 
 

6 月期 	1.6 月分 

565,000円 

12月期 	2.1 月分 

ト 

議
 
長
 
 

3 月期 	0.55月分 

370 円 ,000 

計 	4.25月分 

副
議
長
 

加算措置 	有 

335,000円 

議
 

員
  

310 円 ,000 

3 

〔表 5〕職員手当の状況 

区 分 五 国 

〔 3 年度支給割合〕 [3年度支給割合〕 
期末手当 	勤勉手当 期末手当 	勤勉手当 

6 	月 	期 	1.6 	月分 	0.6 	月分 6 	月 	期 	1.6 	月分 	0.6 	月分 
期 末 手 当 

12 	月 	期 	2.1・月分 	0.6 	月分 12 	月 	期 	2.1 	月分 	0.6 	月分 
3 	月 期 	0.55 月分 	一 3 	月 期 	0.55 月分 	― 

計 	 4.25 月分 	1.2 	月分 計 	 4.25 月分 	1.2 	月分 
勤 勉 手 当 

繋色共り琴熱鷺熱0) 	 有 
土1.生I-. 	ス hri首」井国 鯉占？讐S 盤Q) 	 有 

級等による加算措置 	 “づ 

〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 
勤続 20 年 	21.0 	月分 	28.875月分 動続 20 年 	21.0 	月分 	28.875月分 
勤続 25 年 	33.75 月分 	44.55 月分 勤続 25 年 	33.75 月分 	44.55 月分 
勤続 35 年 	47.5 	月分 	62.7 	月分 勤続 35 年 	47.5 	月分 	62.7 	月分 

退 職 手 当 
最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 
1人当たり 	「』どりゴ二 nl 	。1 でnり土m 与企早叙話 	5.453千円 	21.693千円 
平均支給額 	J・”、J、JII 」 	一よ’uュJI「」 
その他の加算措置 	定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 	定年前早期退職特例措置 
退職時 	 （2%-20％加算） 退職時 	 （2%--20％加算） 

特別昇給 	 原則 2 号給 特別昇給 	 原則 1号俸 

＠退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。 

h

二
一
 3
普

吟
当
 

か

I
l
-
i
 

 

特
手
 

た
」
H

、
 
 

勤
 

ゴ
『会

加
 
年

遅
 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 13.6% 

支給対象職員 1人当たり平均支給年額 44,192円 

手 	当 	の 	種 	類 （手当数） 6 

代表的な

手当の名称 

支 給 額 の 多 い 手 当 社会福祉手当 

多くの職員に支給されている手当 社会福祉手当 

時
間
外
勤
務
手
当
  

（普
通
会
計
）
 
 

3

年

度
 

支 給 総 額 56,887千円 

職員 1人当たり
支給総年額 

149千円 

2

年

度
 

支 給 総 額 73,985千円 

職員 1人当たり
支給総年額 

195千円 

（平成 4 年 4 月 1日現在） 

内 容 

区分 支 給 要 件 手 	当 	額（月額） 

扶
 
養
 
手
 
当
 

次に掲げる者で他に生 配 	偶 	者 16,000円 
計の途がなく、主として 

配偶者有 5,500円 その職員の扶養を受けて 
いる者。 

配偶者、18歳未満の子 
配偶者 

1人目 
配偶者無 11,000円 

及び孫、18歳未満の弟妹、 
60歳以上の父母及び祖父 以 外 

2 	人 目 5,500円 

3 人目以上 1,000円 母、重度心身障害者。 

住
 
居
 
手
 
当
  

（借家） 住宅を借り受け （借家） 
月額11,000円を 1) 家賃21,000円以下を支払っている職員。 

超える家賃を支 支給額＝＝家賃の月額 -11,000円 
払っている職員。 2) 家賃21,000円を超えて支払っている 

職員。 
支給額一 

（家賃-21,000円）×士+ 10,000円 

（自宅） 自宅を所有して （自宅） 
	13・000円限度 1,000円 

いる職員。 ただし、取得後 5 年間は 	2,500円 

通
 

勤
 
手
 
当
 

通勤距離が片道 2km以 （交通機関利用者） 
上になる者で、交通機関 運賃相当額。 ただし、運賃等相当額が 
を利用し、あるいは交通 40,000円を超える場合は、40,000円に 
用具を使用して通勤して その超えた額の 2 分の 1の額（5,000円 
いる職員。 限度）を加算した額。 

（交通用具利用者） 
使用距離が片道 5 km未満 	2 ,000円 
使用距離が片道 5km以上10km未満 

4,100円 
使用距離が片道10km以上15km未満 

6 円 .200 
使用距離が片道1 5knl以上20km未満 

8,300円 
使用距離が片道20km以上25km未満 

10. 400円 
使用距離が片道25km以上30km未満 

12.500円 
使用距離が片道30km以上35km未満 

14,600円 
使用距離が片道35km以上40km未満 

16,700円 
使用距離が片道40km以上 	18,800円 

〔表5J職員手当の状況
区 分 五 所 }II 原 市 国

(3年度支給割合〕 (3年度支給割合〕
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期末手当
6 月 J羽 1.6 月分 0.6 月分 6 月期 1.6 月分 0.6 月分
12 月期 2.1・月分 0.6 月分 12 月期 2.1 月分 0.6 月分

勤勉手当
3 月期 0.55月分 3 月 j羽 0.55月分
言十 4.25月分 1.2 月分 言十 4.25月分 1.2 月分

職制上の段階、職務の
有

職制上の段階、職務の
有

級等による加算措置 級等による加算措誼

〔支給率〕 自己都合 勧奨・定年 〔支給率〕 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 21.0 月分 28.875月分 勤続 20年 21.0 月分 28.875月分
勤続 25年 33.75月分 44.55月分 勤続 25年 33.75月分 44.55月分
勤続 35年 47.5 月分 62.7 月会〉 勤続 35年 47.5 月分 62.7 月分

退職手当
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分 最高限度額 60.0 月分 62.7 月分
1人当たり

5，453千円 21，693千円
平均支給額

その他の加算措置 定年前早(期退職0特%例加措算置) その他の加算措置 定年前早(期退職0特%例加措算置) 
退職 l侍 2%-2 退職時 2%-2 

特別昇給 原則 2号給 特別昇給 原則 1号俸

@退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

区 分 全職種

特殊勤務 職員全体に占める手当支給職員の割合 13.6% 

手 当 支給対象職員 1人当たり平均支給年額 44，192円

(~年度)
手当の種類(手当数) 6 

普通会計 代表的な|支給額の多い手当 社会福祉手当

手当の名称| 多くの職員に支給されている手当 社会福祉手当

〔表6J特別職の報酬等の
状況

区分

内

支給要件

次に崎げる者で他に生

扶 言十の途がなく、主として

(平成 4年 4月 1日現在) その職員の扶養を受けて
養 いる者。

区
給料(報酬)

期末手当

配偶者、 18歳未満の子手
及び孫、18歳未満の弟妹、

分
月額 当 60歳以上の父母及び祖父

母、重度心身障害者。

市
(借家) 住宅を借り受け

月額11，000円を
750，000円 f主 越える家賃を支

長
居

払っている職員。

助 手

625，000円 当

f宝 (支給割合) (自宅) 自宅を所有しで
いる職員。

~J( 6月期 1.6月分 通勤距離が片道 2km以

入 565，000円

f宣 12月期 2.1月分

上になる者で、交通機関
を利用し、あるいは交通
用具を使用して通勤して
いる職員。

E韓 3月期 0.55月分 通
370，000円

長 計 4.25月分 動

/iiIJ 加算措置 有 手

Z謹i 335，000円
長 当

Z轟

310，000内

員

3 

I時 3 支給総額 56，887千円

( 外勤務府l
年

職支員給1人総当年た額り度 149千円

普手当 2 支給総額 73，985千円
d通JZb十4 、 年

職支員給1人当たり度 総年額
195千円

(平成 4年 4月 1日現在)

，壬Jヨ~ー

手 当 額(月額)

西己 f掲 者 16，000円

|配偶者有 5，500円

配偶者
1人目

|配偶者無 11，000円

J..:.( タト 2 人目 5，500円

3人目以上 1，000円

(借家)
1)家賃21，000円以下を支払っている職員。

支給額=家賃の月額一11，000円
2) 家賃21，000円を超えで支払っている
車費負。

支給額=

(家賃-21，000円) xを+10，000円

(自宅)
13，000円限度

1，000円
ただし、取得後 5年間は 2，500円

(交通機関利用者)
運賃相当額。ただし、運賃等相当額が
40，000円を超える場合は、 40，000円に
その超えた額の 2分の 1の額 5，000円
限度)を加算した額。

(交通用兵利用者)
使用距離が片道 5km未満 2，000円
使用距離が片道 5km以上10km未満

使用距離が片道10km以上15km未満
4，100円

使用距離が片道15km以上20km未満
6，200円

8，300円
使用距離が片道20km以上25km未満

10.400円
使用距離が片道25km以上30km未満

使用距離が片道30km以上35km未満
12，500円

使用距離が片道35km以上40km未満
14，600円

16，700円
使用距離が片道40km以上 18，800円
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（善意の花かご） 

平成 4年度 

高額寄付者感謝状贈呈式 

詩
碑
に
は
、
昭
和
十
八
年
、
 

二
十
七
歳
の
若
さ
で
お亡
く
な

り
に
な
っ
た
、
無
名
の
詩
人
、
 

木
村
助
男
さ
ん
の
、
方
言
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」
が
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ま
す
。
 

十
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。
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光
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対
し
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を
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も
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す
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わ
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ま
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と感
謝
の
あ
いさ
つ
を

述
べ
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し
た
。
 

高
額
寄
付
者
（平
成
三
年
九月

一
日、
平
成
四
年
八月
三
十
一

日
）
 

o
金
十
万
円
 
津
鉄
観
光
（
株
）
 

取
締
役
社
長
 
佐
々
木
啓
一
一
 

（
市
内
大
町
三
九）
 

〇
金
三
十
三
万
七
百
五十
円

山
川
多
恵
 

（市
内
ー
ッ
谷
一
三
ー
一
〇
）
 

O
金
十
万
円
 
五所
川
原
連
合
 

P
T
A
（
会長
 
小
野道
幸
）
 

（市
内
姥
落
一
五
六ー
二
）
 

〇
金
二
十
万
円
 
（株
）
桑田
建

設
友
の
会
（
会長
 
山
田和
夫
）
 

（
市
内
末広
町
三
〇
ー
四
三
）
 

〇
凧
絵
 
創
価
学
会
五
所川
原

本
部

（
清
野
行
雄）
 

（
市
内幾
世
森
九
ニ
ー
八
）
 

〇
ワ
ー
プ
ロ
ー
台
（
二
十万
円

相
当
）
五所
川
原
市
学
校
薬
剤

師
会
（
代
表
 
葛
西
昭
雄）
 

（
市
内本
町
七
五）
 

〇
金
十
万
円
 番
場
利
喜

（
五

所
川
原
短
歌
会
会
長
）
 

（
市
内岩
木
町
一七
ー
九
）
 

〇
金
四
十
万
円
（
学校
図
書
購

入
費
）
江
良
産
業
（
株）
取
締
役

社
長
 
江
良
力
 

（市
内
毘
沙
門
一
」T
六
）
 

〇
金
二
十
万
円
（
学
校
図
書
購

入
費
）
（
有）
晃
玄
産
業取
締
役

社
長
 
江
良
力
 

（
市
内桜
田
四
二
四
ー
一
）
 

〇
切
手
シ
ー
ト

（五
十
万
円相

当
）
高
橋
良
治
 

（
市
内
み
どり
町
八
丁
目
二
二）
 

〇
街
路
灯
五
基
 
東北
電
力
（
株）
 

五
所
川
原
営
業
所所
長
 
藤
田

亮
平
 （

市
内
田
町
一
一
三
ー
一
）
 

〇
街
路灯
五
基
 
（株
）
ユ
ア
テ

ッ
ク
五
所
川
原
営
業
所
長
 
越

前
兼
彦
 （

市
内
漆川
一
六
一）
 

〇
写
真機
七
六
台
 
石川
清
一
 

（
市
内鳥
森
二
一
ー
一
二
）
 津

軽
の
風
土
を
う
た
い
あ
げ
た
 

木
村
助
男
の
 

ベ
 
ベ
 
コ
 

方
言
詩
「
土
筆
」
の詩
碑
完
成
 

か
つ
 り
り
 

ー
市
内
稲
実
の
木
村
捷
則
さ
ん
建
立
ー
 

こ
の
ほ
ど
、市
内
飯
詰
の
高
椅
城
あ
す
な
ろ舘
の
ふ
も
とに

木
村
さ
ん
の
叔父
に
当
る
、故
木
村
助
男
さ
ん
の
方
言
詩
「土

筆
」
の
詩
碑
が
完
成
し
、関
係
者
六
十
余名
が
参
列
し
て
、
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

？
 
ペ
 
コ
 

土
筆
 

土
ァ
出
れ
ば
 

火
ァ
付
ぐ
だ
け
ネ
いそ
が
し
 

ふ
て
 

水
ァ
だ
っ
ぶ
ら
ど
た
ま
て
ら
 

ヘ
 
ギ
 
プ
ジ
 

シ
 

小
訓
瑞
の
春
陽あ
だ
り
さ

土
筆
ァ
や
だ
ら
ど
 

伸
て
だ
を
ン
 

詩
碑
の
題
字
は
、佐
々
木
市

長
の
書
、撰
文
は
、前
、
青
森

中
央
大
学
短
期
大
学
長
の
小
野

正
文
氏
が
寄
せ
て
い
ま
す
。
 

除
幕
式
で
の
、
小
野
正
文
氏

は
、「郷
土
を
愛
す
る
助
男
さ
ん

の
美
し
い
詩
が
、捷
則
さ
ん
の

手
に
よ
り
、
企
画
、
立
案
そ
し

て
実
現
さ
れま
し
た
。
こ
の
詩

碑
建
立
によ
り
、
こ
れ
から
先

多
く
の
人
に
感
動
を
伝
え
て
い

く
も
の
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
 

詩
碑
を
建
立
し
た
木
村
捷
則

さ
ん
は
、
十
七
年
前
、祖
母
の

古
い
た
ん
す
の
中
から
自
分
の

名
付
け
親
でも
あ
る
、
叔
父
の

一
冊
の
ガリ
版
刷
り
の
詩集
を

発
見
。
詩
集
発
行
を
目
前
に
し

て
亡
く
な
っ
た
叔
父
の
無
念
さ

に
心
が
痛
ん
だ
と
い
いま
す
。
 

詩
碑
完
成
と
併
せて
、
方
言

詩
三
十
五
篇
が
お
さ
め
ら
れた
、
 

詩
集
「
土
筆
」
の
復
刻版
も
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
 

》り
 

!
 

一

γ

」
一

-、通

一

一品
M

一

一花一
一
の
一
一意

一

一差口一

高額寄付者感謝状贈呈式

平成4年度

十
月
一
日
、
産
経
会
館
に
お
い
て
平
成
四
年
度
高
額
寄

付
者
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
津
軽
観
光
(
株
)
ほ
か
十
二
の
個
人
、
団
体

か
ら
教
育
振
興
や
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い

と
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈
っ
た
も
の
で

す
。
佐
々
木
市
長
は
、「
み
な
さ
ん
の
意
志
を
生
か
し
、
有

効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
感
謝
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。

高
額
寄
付
者

(平
成
三
年
九
月

一
日
1
平
成
四
年
八
月
三
十

一

日
)
O
金
十
万
円
津
鉄
観
光
(
株
)

取
締
役
社
長
佐
々
木
啓
二

(市
内
大
町
三
九
)

O
金
三
十
三
万
七
百
五
十
円

山
川
多
恵

(市
内

一
ツ
谷

一一一一
ー

一
O)

O
金
十
万
円
五
所
川
原
連
合

P
T
A
(会
長
小
野
道
幸
)

(市
内
姥
蒲
一
五
六

l
一一)

O
金
二
十
万
円

(
株
)
桑
田
建

設
友
の
会

(会
長
山
田
和
夫
)

(市
内
末
広
町
一二

O
l四
一二)

O
凧

絵

創

価
品
子
会
五
所
川
原

本
部

(清
野
行
雄
)

(市
内
幾
世
森
九
二
l
八
)

O
ワ
ー
プ
ロ
一
台
(
二
十
万
円

相
当
)
五
所
川
原
市
学
校
薬
剤

師
会
(
代
表
葛
西
昭
雄
)

(市
内
本
町
七
五
)

O
金
十
万
円
番
場
利
喜

(五

所
川
原
短
歌
会
会
長
)

(市
内
岩
木
町

一
七
|
九
)

O
金
四
十
万
円

(学
校
図
書
購

入
費
)
江
良
産
業
(
株
)
取
締
役

社
長
江
良
カ

(市
内
毘
沙
門

一
三
i
六
)

O
金
二
十
万
円

(学
校
図
舎
購

入
賞
)
(有
)晃
玄
産
業
取
締
役

社
長
江
良
力

(市
内
桜
田
四
二
四
ー

ニ

O
切
手
シ
l
ト

(
五
十
万
円
相

当
)
高
橋
良
治

(市
内
み
ど
り
町
八
丁
目
一一一一)

O
街
路
灯
五
基
東
北
電
力
(株
)

五
所
川
原
営
業
所
所
長
藤
田

亮
平
(市
内
田
町

一一一一一
ー

ニ

O
街
路
灯
五
基

(株
)
ユ
ア
テ

ツ
ク
五
所
川
原
営
業
所
長
越

前
兼
彦

(市
内
漆
川

一
六

一)

O
歪
具
機
七
六
台
石
川
清

一

(市
内
鳥
森
二一

ー

一一一)

津
軽
の
風
土
を
う
た
い
あ
げ
た

木
村
助
男
の

方
一一一一
口詩
「
土
筆
」
の
詩
碑
完
成

ー
市
内
稲
実
の
木
村
捷
則
さ
ん
建
立

|

こ
の
ほ
ど
、
市
内
飯
詰
の
高
椅
城
あ
す
な
ろ
舘
の
ふ
も
と
に

木
村
さ
ん
の
叔
父
に
当
る
、
故
木
村
助
男
さ
ん
の
方
言
詩

「土

筆
」
の
詩
碑
が
完
成
し
、
関
係
者
六
十
余
名
が
参
列
し
て
、
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

詩
碑
に
は
、
昭
和
十
八
年
、

二
十
七
歳
の
若
さ
で
お
亡
く
な

り
に
な

っ
た
、
無
名
の
詩
人
、

木
村
助
男
さ
ん
の
、
方
言
詩
、

「
土
筆
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

土
筆

土
ア
出
れ
ば

火
ア
付
ぐ
だ
け
ネ
い
そ
が
し

ふ
て
水
ア
だ

つ
ぶ
ら
ど
た
ま
で
ら

小
川
端
の
春
陽
あ
だ
り
さ

土
筆
ア
や
だ
ら
ど

伸
て
だ
を
ン

詩
碑
の
題
字
は
、
佐
々
木
市

長
の
書
、
撰
文
は
、
前
、
青
森

中
央
大
学
短
期
大
学
長
の
小
野

正
文
氏
が
寄
せ
て
い
ま
す
。

除
幕
式
で
の
、
小
野
正
文
氏

は
、
「
郷
土
を
愛
す
る
助
男
さ
ん

の
美
し
い
詩
が
、
捷
則
さ
ん
の

手
に
よ
り
、
企
画
、
立
案
そ
し

て
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
詩

碑
建
立
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
先

多
く
の
人
に
感
動
を
伝
え
て
い

く
も
の
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

詩
碑
を
建
立
し
た
木
村
捷
則

さ
ん
は
、
十
七
年
前
、
祖
母
の

古
い
た
ん
す
の
中
か
ら
自
分
の

名
付
け
親
で
も
あ
る
、
叔
父
の

一
冊
の
ガ
リ
版
刷
り
の
詩
集
を

発
見
。
詩
集
発
行
を
目
前
に
し

て
亡
く
な
っ
た
叔
父
の
無
念
さ

に
心
が
痛
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

詩
碑
完
成
と
併
せ
て
、
方
言

詩
三
十
五
篇
が
お
さ
め
ら
れ
た
、

詩
集
「
土
筆
」
の
復
刻
版
も
発

行
さ
れ
ま
し
た
。

5 



新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
 

ー
ト
三
階
建
て
の
、
ク
リ
ー
ム

色
を
基
調
と
し
た
、
明
る
い
夢

の
あ
る
色
と
な
り
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
、「南
小
学
校

が
誕
生
し
て
三
十
二
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
新
築
を
契
機

に
、
開
校
以
来
培
わ
れ
て
き
た

校
風
の
も
と
に
、
未
来
に
羽
ば

た
く
素
晴
ら
し
い
人
材
が
育
つ

こ
と
と
確
信
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
 

児
童
三
百
八
十
五
名
代
表
の

六
年
生
、
田
附
尚
哲
君
は
、
「広

く
て
、
き
れ
い
な
体
育
館
で
、
 

友
達
と
仲
よ
く
、伸
び
伸
び
と
、
 

遊
び
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
思
い
き

り
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
、
力
強

い
、
よ
ろ
こ
び
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。
 

平
成

元
年

八
月
よ
り
、
新
築
工
事
を

進
め

て
い
た
、
 

市
立
南

小
学
校
が
完
成
し
、

十
月
十
七

日
、

工
事
関

係
者
及
び
、

来
賓
、

児
童
が

参
列
し

て
、
落
成
記

念

式
典
が
行

わ
れ

ま
し

た
。
 

秀峰、岩木の山に映えて―。 

田附尚哲君 

校
全
口
新
築

落
成
 

!1
●ー
】l
、
《
●
』
、

“
り
 

”
一山
，
り
ど『
杉
 

穿
 

第12回五所川原市 

少年の主張発表大会 

明日を担う小学生‘中学生の少年たちが、家

庭生活．学校生活及び地域社会のふれあいの中

で、日ごろ考えていることを発表する大会です。 

市民のご来場をお待ちしています。 

・日 時 平成 4 年11月 6 日（金〕 午後 1時～ 

・場 所 働く婦人の家（ 3 階ホール） 

・入場料 無 料 

・間い合せ 五所川原市役所総合サービス課 

ft35一2111（内線281.282) 
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勿り＝コン伸騒 
0青森県庁消費生

活協同組合五所

川原支店 

「生協強化月間

運動」 の一環とし

て、10月17日、12 

名のみなさんは、 

菊ケ丘運動公園一

帯をきれいにして一

下さいました。 

曾
が

と
う
ご
ぜ
い
ま
し
，
)
 

⑨五所川原青年会議所 

メンバーと、家族（奥さん、子供さん）30余名は、 

10月18日日曜日の早朝、「ク l) ーン行動の日」 と

して、岩木川‘可川敷をきれいにして下さいました。 

【青少年健全育成研修の集い】へどうぞ 
“趣 旨 青少年の健全育成と非行防止は、市民一

人ひとりの願いです。青少年の非行を未
然に防止するため、市民総参加の集いを

開催します。どうぞお誘い合わせのうえ
ご来場ください。 

け日 時 平成 4 年11月24日（k) 13 : 00-15 : 00 
”場 所 五所川原市中央公民館（ 3 階．大広聞） 
“内 容 ＊少年の主張（小．中学生各1名ずっ） 

＊講演 1）テーマ 「親の心・子の心」 
2）講師 青森県立北高等学校養護教諭

一戸 陽 子先生 
”入場料 無 料 

”主 催 五所川原市少年指導委員協議会 

け
 
”
 

?
 

日
場
内
 

時
所
容
 

平
成
元
年
八
月
よ
り
、
新
築
工
事
を
進
め
て
い
た
、

市
立
南
小
学
校
が
完
成
し
、
十
月
十
七
日
、
工
事
関

係
者
及
び
、
来
賓
、
児
童
が
参
列
し
て
、
落
成
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

岩木の山に映えて 。

新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
三
階
建
て
の
、
ク
リ
ー
ム

色
を
基
調
と
し
た
、
明
る
い
夢

の
あ
る
色
と
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
、
「
南
小
学
校

が
誕
生
し
て
三
卜
二
年
口
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
新
築
を
契
機

に
、
開
校
以
来
培
わ
れ
て
き
た

校
風
の
も
と
に
、
未
来
に
羽
ば

た
く
素
晴
ら
し
い
人
材
が
育
つ

こ
と
と
確
信
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。

児
童
三
百
八
十
五
名
代
表
の

六
年
生
、

回
附
尚
哲
君
は
、
「
広

く
て
、
き
れ
い
な
体
育
館
で
、

友
達
と
仲
よ
く
、
伸
び
伸
び
と
、

遊
び
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
思
い
き

り
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
、
力
強

い
、
よ
ろ
こ
び
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

回附尚哲君

秀峰、

oタ切ロシ但w
。青森県l芋消費生

活協同組合五所

川原支店

「主主ts.，強iイヒ月日行
運動」の一環とし

て、 10月17日、 12

名のみなさんは、

菊ヶ丘運動公園一

帯をきれいにして

下さいました。

あ
り
げ
と
う
ご
ざ
い
ま
レ
担

。五所川原青年会議所

メンバーと、家族(奥さん、子供さん)30余名は、

10月18日日略目の早朝、「クリーン行動の日」と

して、岩木川河川敷を きれいにして下さいました。

第12回五所川原市

少年の主張発表大会

明日を担う小学生.中学生の少年たちが、家

庭生活.学校生活及び地域社会のふれあいの中

で、日ごろ考えていることを発表する大会です。

市民のご来場をお待ちしています。

・日 時 平成 4年11月 6日幽午後 1時一

・場 所働く婦人の家(3階ホール)

・入場料 無料

・問い合せ 五所川原市役所総合サー ピス諜

ft35-2111 (内線281.282) 

[青少年健全育成研修の集い]へどうぞ
町趣 旨 青少年の健全育成と非行防止は、市民一

人ひとりの願いです。汗少年の非行を未

然に防止するため、市民総参加の1tし追を

開催 します。どうぞお誘い合わせのうえ

ご来場ください。

平成4年11月24日(火) 13:00-15・00

五所川原市中央公民館(3階.大広間)

*少年の主張(小.中学生各 1名ずつ)

*講演 1)テーマ「親の心 ・子の心J

2) 3再E市 青森県立jt高等学校警護教諭
一戸 陽子先生

時

所

容

四日

間場

日内

無料

五所川原市少年指導委員協議会

宮入場料

日主催

6 



なかよく、やさしいくら二L婆躍 

「国連・障害者のlb年」 

 

  

最終年記念 

市町村網の目キャラパン隊 

市長を訪間 

 

一寒
一
 

 

ゴメ＝にでーゴー 

台
湾
研
修
報
告
 

0
 

囲
五
所
川
原
青
年会
議
所
（
天
内
義秋
理
事
長
）
主
催
の
「リ

ス
ト
ラ
ー
G
一
一
十
一」
（
五
所
川
原
を
再
び
活
力
あ
る
ま
ち
に
）
 

の
大
会
で
第
一位
と
な
り
、
み
ご
と
、台
湾
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

を
手
に
した
、
五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
の
皆さ
ん
が
、無
事
、
 

台
湾
研
修
の
旅
を終
え
て
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
報
告
を
、五

回
（
五
人
）
の
シリ
ー
ズ
で
掲
載
しま
す
。
 

八
月
十
八
と
一
十
二
日
と
四

泊
五
日
に
かけ
て
、
五
所
川
原

市
の
青
矢
云
議
所の
七
名
と
、
 

市
役
所
の
二
名
、
あ
と
私
を
含

め
て
五
所川
原
第
一
高等
学
校

か
ら
五
名
と
、
台
湾
に
研
修
旅

行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
向
こ
う
に
着
い
て
驚

い
た
こ
と
は
、
台
湾
の
青
矢

ム

議
所
の
メ
ン
バ
ー
が
、
私
達
十

四
人
の
首
に
レイ
を
か
け
て
く

れ
、
と
て
も
厚
く
歓
迎
し
て
く

れ
た
ご
と
か
ら
、
と
て
も
親
し

み
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が

あ
り
、
す
ぐ
に
気
に
入
り
ま
し

た
。
 

い
い
人達
ば
か
り
な
の
は
わ

か
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
一
一

日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
と
い
う

こ
と
ば
か
り
は
、
不
安
が
募
る

ば
か
り
で
気
持
ち
を隠
す
こ
と

は
で
き
ず
、
た
だ
た
だ緊
張
し

て
い
ま
し
た
。
で
も
実
際
ホ

ー
 

ム
ス
テ
ィを
し
て
み
る
と
私
が

心
配
す
る
必
要
は
な
く
、
家
族

一
人
一人
が
温
か
く
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
 

私
が
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
す
が
、
逆
に
向
こ

う
側
が
気
を
使
っ
て
い
る
よ
う

で
、
私
の
と
こ
ろ
に
日
本
語
の

本
を
持
っ
て
き
て
、
少
し
で
も

会
話
を
し
よ
う
と
し
、
私
が
読

ん
で
教
え
る
と
、
す
ぐ
に
本
に

メ
モ
を
と
り
、
 一生
懸
命
、覚

え
よ
う
と
す
る姿
が
印
象
的
で
、
 

と
て
も
嬉
し
か
った
で
す
。
 

台
湾
の
人
々
は
、
人
間
性
あ

ふ
れ
る
心
の
温
か
な
い
い
人達

ば
か
り
で
、
教
え
ら
れ
る
面
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
台
湾

で
学
ん
だ
こ
と
は
、
け
っ
し
て

無
駄
に
せ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
役
立
て
、
な
に
ご
と
に
も

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

？
一
「
台
湾
で

eふ
れ
合
い
」
 

五
所
川
原
第

一
高
等
学
校
三
年
 

、
 
会
 
津
 
郁
 

乃
 

,
1
 

「‘
 

今
年
は
、障
害
者
の
「完
全

参
加
と
平
等
」
を
め
ざ
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
、「国
連
、
障
害
者

の
十
年
」
 
の
最終
年
に
当
り
ま

す
。
 

平
成
五
年
四月
か
ら
は
、
新

た
に
 
「市
町
村
福
祉
の
時代
」
 

と
、「ア
ジ
ァ
・
太
平洋
障
害
者

の
十
年
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
 

市
長
室
を
訪
れ
た
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
の
一
戸
伝
さ
ん
（
西
北

身
体
障
害
者福
祉
会
会
長
）他

七
人
の
隊
員
は
、
こ
の
十
年
間

の
障
害
者
対策
の
目
ざま
し
い

前
進
へ
の
お礼
と
、
更
に
、
こ

れ
か
ら
も
障
害
者
と
共
に生
き

る
社
会
を築
く
た
め
の
行
政
措

置
等
に
つ
い
て
、メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
ま
し
た
。
 

小
堀
総
務
部
長
（
市
長留
守

の
た
め
）
は
、「十
年
目
と
い
う

最
終
年
を
記
念
す
る
事
業
が
、
 

更
に
、
次
へ
の
ス
ター
ト
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
に
参加

し
、
安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
に

し
た
い
で
す
。
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
激
励
しま
し
 

た
。
 

、
 

、.-e完封ミヨラモヨ語主主作 目 、，

市町村網P固ま急巷説~隊
立去-=-.=.. 全長与:式全d一元手元予五七壬 :i~五ごべ手主ー

謀総義援雲市衰を訪閉
--p.~主主吉主主主義主缶詰主主主護主主主主翠主主設長二雲母. -，，~ 

今
年
は
、
障
害
者
の
「
完
全

参
加
と
平
等
」
を
め
ざ
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
、
「
国
連
、
障
害
者

の
十
年
」
の
最
終
年
に
当
り
ま

す。
平
成
五
年
四
月
か
ら
は
、
新

た
に
「
市
町
村
福
祉
の
時
代
」

と
、
「
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
障
害
者

の
卜
年
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

市
長
室
を
訪
れ
た
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
の

一
戸
伝
さ
ん
(
西
北

身
体
障
害
者
福
祉
会
会
長
)
他

七
人
の
隊
員
は
、
こ
の
十
年
間

の
障
害
者
対
策
の
目
ざ
ま
し
い

前
進
へ
の
お
札
と
、
更
に
、

こ

れ
か
ら
も
障
害
者
と
共
に
生
き

る
社
会
を
築
く
た
め
の
行
政
措

置
等
に
つ
い
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
ま
し
た
。

小
堀
総
務
部
長

(
市
長
留
守

の
た
め
)
は
、
「
十
年
目
と
い
う

故
終
年
を
記
念
す
る
事
業
が
、

更
に
、
次
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
に
参
加

し
、
安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
に

し
た
い
で
す
。
が
ん
ば

っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
激
励
し
ま
し

た
。

、

「台
湾
で
の
ふ
れ
合
い
」

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
三
年

会

津

郁

同
五
所
川
原
青
年
会
議
所
(天
内
義
秋
理
事
長
)
主
催
の

「リ

ス
ト
ラ

1
G二
十
一
」
(
五
所
川
原
を
再
び
活
力
あ
る
ま
ち
に
)

の
大
会
で
第

一
位
と
な
り
、
み
ご
と
、
台
湾
へ
の
パ
る
小
|
ト

を
手
に
し
た
、
五
所
川
原
第

一
高
等
学
校
の
皆
さ
ん
が
、
無
事、

台
湾
研
修
の
旅
を
終
え
て
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
報
告
を
、
五

回

(五
人
)
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

乃

八
月
十
八

1
二
十
二
日
と
四

泊
五
日
に
か
け
て
、
五
所
川
原

市
の
青
年
会
議
所
の
七
名
と
、

市
役
所
の
二
名
、
あ
と
私
を
含

め
て
五
所
川
原
第

一
高
等
学
校

か
ら
五
名
と
、
台
湾
に
研
修
旅

行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
向
こ
う
に
着
い
て
驚

い
た
こ
と
は
、
台
湾
の
青
年
会

議
所
の
メ

ン
バ
ー
が
、
私
達
十

四
人
の
首
に
レ
イ
を
か
け
て
く

れ
、
と
て
も
厚
く
歓
迎
し
て
く

れ
た
ご
と
か
ら
、
と
て
も
視
し

み
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が

あ
り
、
す
ぐ
に
気
に
入
り
ま
し

た。
い
い
人
達
ば
か
り
な
の
は
わ

か
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
、

二

日
間
の
ホ
l
ム
ス
テ
ィ
と
い
う

こ
と
ば
か
り
は
、
不
安
が
募
る

ば
か
り
で
気
持
ち
を
隠
す
こ
と

は
で
き
ず
、
た
だ
た
だ
緊
張
し

て
い
ま
し
た
。
で
も
実
際
ホ
l

ム
ス
テ
ィ
を
し
て
み
る
と
私
が

心
配
す
る
必
要
は
な
く
、
家
族

一
人

一
人
が
温
か
く
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。

私
が
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
す
が
、
逆
に
向
こ

う
側
が
気
を
使
っ
て
い
る
よ
う

で
、
私
の
と
こ
ろ
に
日
本
語
の

木
を
持
っ
て
き
て
、
少
し
で
も

会
話
を
し
よ
う
と
し
、
私
が
読

ん
で
教
え
る
と
、
す
ぐ
に
本
に

メ
モ
を
と
り
、

一
生
懸
命
、
覚

え
よ
7
と
す
る
姿
が
印
象
的
で
、

と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。

台
湾
の
人
々
は
、
人
間
性
あ

ふ
れ
る
心
の
温
か
な
い
い
人
達

ば
か
り
で
、
教
え
ら
れ
る
面
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
台
湾

で
学
ん
だ
こ
と
は
、
け

っ
し
て

無
駄
に
せ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
役
立
で
、
な
に
ご
と
に
も

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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弘
前
市
立博
物
館
に
、「羽
ノ
木
沢
ョリ
小
泊
迄
」
と
題
す
る

一
枚
の
絵
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。先
日
同
館
の
ご好
意
に
よ

り
調
査
の
機
会
を
与
えら
れ
閲
覧
す
る
こ
とが
で
き
た
が
、
本

市
史
に
と
っ
て
き
わ
め
て
興
味
深
い
内容
を
持
つ
絵
図
で
あ
る

か
ら
、
本
紙
面
を
か
り
て
超
井
し
、若
干
の
私
見を
申
し
述
べ

る
こ
と
に
し
た
い
。
 

市
史
編
纂
だ
よ
り
図
 

一
枚
の

絵
図
か

ら
 

五
所
川
原
市
史
編
集
委
員
長
 
長
谷

川
 
成
 
一
 

本
絵
図
の
概
要
を
簡
単
に
述

べ
る
な
ら
ば
、羽
野
木
沢
村
を

出
発
点
と
し
て
同
村
か
ら
小
泊

村
に
い
た
る
各
村
と
街
道
筋
、
 

村
間
の
里
程
、
津
軽
海
峡
を隔

て
た
蝦
夷
地
南
端
部
ま
で
を
描

い
た
、
幕
末
期
と
推
定
さ
れる

街
道
絵
図
で
あ
る
。
羽
野
木
沢

村
か
ら
小
泊
村
ま
で
、
二
ニ
カ

村
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
道

筋
は
藩
政
時
代
に
「下
之
切
通
」
 

と
称
さ
れた
街
道
筋
に
あ
た
る
。
 

な
か
で
も
現
五
所
川
原
市
域
の

村
は
、
羽
野
木
沢
村
ー
原
子
村
 

ー
神
山
村
ー
松
野
木
村
ー
平
町

村
ー
飯
詰
村の
道
筋
の
ほ
か
、
 

原
子
村
か
ら
の
脇
道
に
前田
野

目
村
が
あ
り
、
街
道
を
少
し
外

れ
た
と
こ
ろ
に
下
岩
崎
村
が記

さ
れ
て
い
る
。
 

各
村
の
家
数
は
原
子
村
が
四

一
軒
、
前
田
野
目
村
二
三
軒
、
 

神
山
村
三
五
軒
、
松
野
木
村
一

九
軒
、
平
町
村
五
軒
、
飯
詰
村

一
七八
軒
、
下
岩
崎
村
一
九
軒

と
あ
り
、
羽
野
木
沢
村
に
は
家
 
 

数
の
記
載
が
な
い
。
当
時
に
あ

っ
て
飯
詰
村
は
代
官
所
所
在
地

で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

よ
う
に
民
家
の
集
住
度
が
高
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
里
程
は
紙
幅
の
関
係
上
、
割

愛
し
た
い
。
 

陸
上
の
道
筋
は
小
泊
村
で
終

点
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
先
に

は
津
軽
海
峡
が
控
え
、
蝦
夷
地

南
端
部
へ
の
交通
手
段
と
し
て

は
、
当
然
の
ご
と
く
船
に
よ
る

海
上
航
路
が
想
定
さ
れて
い
る
c
 

海
峡
に
は
、
「龍
浜
汐
」
「中
ノ

汐
」
 
「
白
神
汐
」
の
、三
潮
流
が

描
か
れ
、
し
か
も
小
泊
と
松
前

と
の
間
には
 
「小
泊
よ
り
松
前

城
下
迄
海
上
拾
里
程
」
と
、
渡

海
の
航
路
が
設
定
さ
れて
い
る
。
 

蝦
夷
地
に
あ
っ
て
は
、
松
前

城
下
と
東
側
に
箱
館
、
北
側
に

江
差
が
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
 

「松
前
城
下
よ
り
江
差
迄
海
上

拾
八
里
程
」
と
の
、書
入
れ
が

見
え
る
。
す
な
わ
ち
本
絵
図
の

最
も
北
側
に
江
差
が
、
最
も
南

側
に
羽
野
木
沢村
が
位
置
し
て

い
る
の
で
あ
っ
た
。
絵
図
の
作

成
者
は
、
羽
野
木
沢
村
か
ら
陸

上
「
下
之
切
通
」
の
各
村
を
経

由
し
て
小
泊
村
へ
、
同
村
か
ら

海
上
、
津
軽
海
峡
の
三
潮
流
を

越
え
て
松
前
城
下
に
つ
き
、最
 
 

後
は
松
前
城
下
か
ら
船
で
江
差

に
到
着
す
る陸
海
の
道
筋
を
描

写
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ

て
作
成
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。
 

そ
こ
で
我
々
は
、本
絵
図
か

ら
い
か
な
る
歴
史
的
な
意
義
と

意
味
を
く
み
上
げ
る
こ
と
が
可

能
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
藩
政

時
代
の
羽
野
木
沢
村
を
中
心
と

し
た
新
田
地
帯
（
現
五
所
川
原

市
域
を
含
め
た
）
の
人
々
が
蝦

夷
地
に
出
稼
ぎ
に
い
く
た
め
の

旅
行
案
内
、も
し
く
は
旅
程
地

図
の
役
割
り
を
本
絵
図
は
果
た

し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す

る
。
当
時
蝦
夷
地
にあ
っ
て
は

練
漁
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て

お
り
、
特
に
江
差
で
は
、「江
指
 

（差
）
浜
練
漁
図
展
風
」
に
見

え
る
よ
う
に
、
大
量
の
人
員
に

よ
る
漁
携
と
練
加
工
業
が営
ま

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
直
接
漁

船
に
乗
組
む船
乗
り
と
は
別
に
、
 

練
加
工
業
には
単
純
労
働
者
が

求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
 

し
た
が
っ
て
農
民
で
あ
っ
て
も

い
っ
こ
う
に
差
支
え
な
い
の
で

あ
っ
た
。
彼
等
新
田地
帯
か
ら

出
稼
ぎ
に
行
っ
た
人
々
は
、種

々
の
練
加
工
に従
事
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
 

本
絵
図
に
各
村
の
家
数
が
詳
 
 

細
に
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、あ

る
い
は
労
働
力
の
実
数
を把
握

し
よ
う
と
い
う
意図
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
江
差

は
蝦
夷
地
の
各
地
へ
出
稼
ぎ
に

ゆ
く
拠
点
であ
っ
た
の
で
、さ

ら
に
奥
地
に
向
か
う
た
め
の
通

過
点
と
し
て
も
、
重
要
な
地
で

あ
っ
た
。
 

新
田
地
帯
に
お
け
る
蝦
夷
地

へ
の
出稼
ぎ
関
係
史
料
は
今
の

と
こ
ろ
殆
ど
見
出
さ
れ
て
い
な

い
が
、本
絵
図
は
蝦
夷
地
と
新

田
地
帯
と
い
う
一
見
無
関
係
に

見
え
る
地
域
間
の
交
流
を
、
今

後
考
え
る
上
で
、
大
い
な
る
示

唆
を
与
え
るも
の
と
推
察
す
る
。
 

〔付
記
〕
 

江
差
の
出
稼
ぎ
労
働
な
ど
に

つ
い
て
は
、
青
森
県
立
郷
土
館

主
任
学
芸
主
査
の
昆
政
明
氏
よ

り
ご
教
示
を
得
た
。
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(
 

,
 

市
史
編
纂
だ
よ
り
図

枚
の
絵
図
か
ら

五
所
川
原
市
史
編
集
委
員
長

-
弘
前
市
立
博
物
館
に
、「
羽
ノ
木
沢
ヨ
リ
小
泊
迄
」
と
題
す
る

一
枚
の
絵
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
先
日
同
館
の
ご
好
意
に
よ

り
調
査
の
機
会
を
与
え
ら
れ
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
本

市
史
に
と
っ
て
き
わ
め
て
興
味
深
い
内
容
を
持
つ
絵
図
で
あ
る

か
ら
、
本
紙
面
を
か
り
て
紹
介
し
、
若
干
の
私
見
を
申
し
述
べ

る
こ
と
に
し
た
い
。

長
谷
川

成

本
絵
図
の
概
要
を
簡
単
に
述

べ
る
な
ら
ば
、
羽
野
木
沢
村
を

出
発
点
と
し
て
同
村
か
ら
小
泊

村
に
い
た
る
各
村
と
街
道
筋
、

村
聞
の
里
程
、
津
軽
海
峡
を
隔

て
た
蝦
夷
地
南
端
部
ま
で
を
描

い
た
、
幕
末
期
と
推
定
さ
れ
る

街
道
絵
図
で
あ
る
。
羽
野
木
沢

村
か
ら
小
泊
村
ま
で
、

二
二
ヵ

村
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
道

筋
は
務
政
時
代
に
「
下
之
切
通
」

と
称
さ
れ
た
街
道
筋
に
あ
た
る
。

な
か
で
も
現
五
所
川
原
市
域
の

村
は
、
羽
野
木
沢
村
|
原
子
村

神
山
村
1

松
野
木
村
|
平
町

村
l
飯
詰
村
の
道
筋
の
ほ
か
、

原
子
村
か
ら
の
脇
道
に
前
田
野

田
村
が
あ
り
、
街
道
を
少
し
外

れ
た
と
こ
ろ
に
下
岩
崎
村
が
記

さ
れ
て
い
る
。

各
村
の
家
数
は
原
子
村
が
四

一
軒
、
前
田
野
田
村
二
三
軒、

神
山
村
三
五
軒
、
松
野
木
村

一

九
軒
、
平
町
村
五
軒
、
飯
詰
村

一
七
八
軒
、
下
岩
崎
村

一
九
軒

と
あ
り
、
羽
野
木
沢
村
に
は
家

数
の
記
載
が
な
い
。
当
時
に
あ

っ
て
飯
詰
村
は
代
官
所
所
在
地

で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

よ
う
に
民
家
の
集
住
度
が
一
口
向
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
里
程
は
紙
幅
の
関
係
上
、
割

愛
し
た
い
。

陸
上
の
道
筋
は
小
泊
村
で
終

点
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
先
に

は
津
軽
海
峡
が
控
え
、
蝦
夷
地

南
端
部
へ
の
交
通
手
段
と
し
て

は
、
当
然
の
ご
と
く
船
に
よ
る

海
上
航
路
が
想
定
さ
れ
て
い
る
c

海
峡
に
は
、
「
龍
浜
汐
」
「
中
ノ

汐
」
「
白
神
汐
」
の
、
一二
潮
流
が

描
か
れ
、
し
か
も
小
泊
と
松
前

と
の
聞
に
は
「
小
泊
よ
り
松
前

城
下
迄
海
上
拾
里
程
」
と
、
渡

海
の
航
路
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

蝦
夷
地
に
あ
っ
て
は
、

松
前

城
下
と
東
側
に
箱
館
、
北
側
に

江
差
が
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、

「松
前
城
下
よ
り
江
差
迄
海
上

拾
八
里
程
」
と
の
、
書
入
れ
が

見
え
る
。
す
な
わ
ち
本
絵
図
の

最
も
北
側
に
江
差
が
、
最
も
南

側
に
羽
野
木
沢
村
が
位
置
し
て

い
る
の
で
あ
っ
た
。
絵
図
の
作

成
者
は
、
羽
野
木
沢
村
か
ら
陸

上
「
下
之
切
通
」
の
各
村
を
経

由
し
て
小
泊
村
へ
、
同
村
か
ら

海
上
、
津
軽
海
峡
の
三
潮
流
を

越
え
て
松
前
城
下
に

つ
き
、
最

後
は
松
前
城
下
か
ら
船
で
江
差

に
到
着
す
る
陸
海
の
道
筋
を
描

写
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ

て
作
成
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。

そ
こ
で
我
々
は
、
本
絵
図
か

ら
い
か
な
る
歴
史
的
な
意
義
と

意
味
を
く
み
上
げ
る
こ
と
が
可

能
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
諸
問
政

時
代
の
羽
野
木
沢
村
を
中
心
と

し
た
新
田
地
帯

(
現
五
所
川
原

市
域
を
含
め
た
)
の
人
々
が
蝦

夷
地
に
出
稼
ぎ
に
い
く
た
め
の

旅
行
案
内
、
も
し
く
は
旅
程
地

図
の
役
割
り
を
本
絵
図
は
果
た

し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す

る
。
当
時
蝦
夷
地
に
あ
っ
て
は

練
漁
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て

お
り
、
特
に
江
差
で
は
、
「
江
指

(
差
)
浜
練
漁
図
扉
風
」
に
見

え
る
よ
う
に
、
大
量
の
人
員
に

よ
る
漁
協
坊
と
鯨
加
工
業
が
営
ま

れ
で
い
た
。
そ
こ
で
は
直
接
漁

船
に
乗
組
む
船
乗
り
と
は
別
に
、

練
加
工
業
に
は
単
純
労
働
者
が

求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

し
た
が

っ
て
農
民
で
あ
つ
で
も

い
っ
こ
う
に
差
支
え
な
い
の
で

あ
っ
た
。
彼
等
新
田
地
帯
か
ら

出
稼
ぎ
に
行
っ
た
人
々
は
、
種

々
の
練
加
工
に
従
事
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

本
絵
図
に
各
村
の
家
数
が
詳

細
に
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、
あ

る
い
は
労
働
力
の
実
数
を
把
握

し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
江
差

は
蝦
夷
地
の
各
地
へ
出
稼
ぎ
に

ゆ
く
拠
点
で
あ
っ
た
の
で
、
さ

ら
に
奥
地
に
向
か
う
た
め
の
通

過
点
と
し
て
も
、
重
要
な
地
で

あ
っ
た
。

新
田
地
帯
に
お
け
る
蝦
夷
地

へ
の
出
稼
ぎ
関
係
史
料
は
今
の

と
こ
ろ
殆
ど
見
出
さ
れ
て
い
な

い
が
、
本
絵
図
は
蝦
夷
地
と
新

田
地
帯
と
い
う
一
見
無
関
係
に

見
え
る
地
域
聞
の
交
流
を
、
今

後
考
え
る
上
で
、
大
い
な
る
示

唆
を
与
え
る
も
の
と
推
察
す
る
。

(付
記
〕

江
差
の
出
稼
ぎ
労
働
な
ど
に

つ
い
て
は
、
青
森
県
立
郷
土
館

主
任
学
芸
主
査
の
毘
政
明
氏
よ

り
ご
教
示
を
得
た
。
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平成5年度（4月入所） 

保育所入所申請受付け 

レ受付期間 平j戊 4 年11月16日（H)~12月 7 日（月） 

レ受付場所 市福祉事務所、各保育園（所） 

※保育園（所）によっては、乳児（ 0 歳児）、障害

児（軽度、中度） も入所できます。 

※現在、数か所の保育園（所）で定員に余裕があ

りますので、今年度中からでも入所できます。 

レ間い合わせ 市福祖二事務所福ネ止課 

（内線243番） 

「みんなの教室」作品展示・発表会 
―中央公民館一 

今年度、 5 月からスタートした 「みんなの教室」 

の学習成果の作品展示、発表会が次のとおり開かれ

ます。（来年度、受講参加の参考にどうぞ。） 

ン日時 平成 4 年11月20日圏午前10時～午後 3 時 

D場所 中央公民館 

レ教室と講師名 

茶道】浜田宗近、生け花】渋谷とく、料理】山本

淳、洋裁】野呂三枝子、着付】鶴谷公美子、ちぎり

絵】神貴美子、書道】時田智子、スポーツ】藤田妙

子、藤手芸】藤森せつ、日本舞踊】藤間綾彩、パッ

チワークキルト：三上久子、英語】三浦志伸 

幼児教育の大事なとき 

3歳になったら幼稚園へ 
―市私立幼稚園協会ー 

レ願書配布 10月15日～ 

レ願書受付 11月1日～ 

※詳しいことは、各幼稚園へ。 

聖心幼稚園（末広町廿⑩2222番） 

ひまわり幼稚園（元町”（⑩5O8O番） 

富士幼稚園（みどり町 8 丁目”⑩7974番） 

五所川原幼稚園（唐笠柳頑う)51 50番） 

お子さん（児童）のことで 

困っていることはありませんか 

福祉事務所福祉課では、 2 名の家庭児童相談 

員が相談を受けております0 
I．家庭においての児童養育に関すること。 

2．児童に係る人間関係に関すること。 

3.家庭児童の福祉に関すること。 

これらの相談に応じていますので、お気楽に 

おいで下さい。 

毎週月曜日～金曜日 午前10時～午後 4 時 

レ間い合わせ 市福祉事務所福祉課（内線299) 
	J 

特別障害者手当の申請を受け付け中です 
障 手当 
	

．障害児福祉手当 

対 	象 	者 障 害 の 程 度 

1 . 20歳以上で日常生活

に常時特別の介護を要

する右記の在宅重度障

害者。 

2. 障害基礎年金等、障

害を事由とする年金の

受給者であっても対象

になります。 

3. 身体障害者療養施設

等に入所している場合

及び病院等に 3 カ月以

上継続入院している場

合は受給できません。 

日常生活に常時特別の

介護を要する重度障害者

とは国民年金法施行令別

表1組程度の障害が重複

するもの。又は同程度以

上と認められるもの。 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

1．手当額は月額24,230円 

2 ．支払月は 2 月、5 月、 

8 月及び11月の 4 期に

それぞれの前月分まで

を支払います。 

本人及び本人の配偶者

もしくは扶養義務者の前

年の所得が政令で定める

額を超えるときは、手当

の支給が停止されます。 

9 

対 	象 	者 障 害 の 程 度 

1.20歳未満で、精神又

は身体に障害があり、 

日常生活において常時

介護を要する右記の在

宅障害児 

2 ．肢体不自由児施設等

に入所している場合及

び障害を支給事由とす

る年金を受給している

場合に対象となりませ

ん。 

日常生活において常時

介護を要する障害児とは

身体障害者当帳1級程度 

(2 級の一部を含むJ の

障害又は特別児童扶養手

当1級、愛護手帳「A」程

度の障害のうち最重度の

障害と認められるもの。 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

1．手当額は月額13,180円 

2 ．支払月は 2 月、5 月、 

8 月及び11月の 4 期に

それぞれの前月分まで

を支払います。 

本人及び本人の配偶者

もしくは扶養義務者の前

年の所得が政令で定める

額を超えるときは、手当

の支給が停止されます。 

レ間い合せ 市福祉：事務所（内線371番） 

平成5年度(4月入所)
保育所入所申請受付け

[>受付期間 平成 4年11月16日(月)-12月 7日(閉

じ受付場所 市福祉事務所、各保育園(所)

※保育園(所)によっては、乳児(0歳児)、障害

児(軽度、中度)も入所できます。

※現在、数か所の保育園(所)で定員に余裕があ

りますので、今年度中からでも入所できますo

b問い合わせ 市福祉事務所福祉課

(内線243番)

「みんなの教室」作品展示・発表会
一中央公民館一

今年度、 5月からスター卜した「みんなの教室」

の学習成果の作品展示、発表会が次のとおり開かれ

ます。(来年度、受講参加の参考にどうぞ。)

b日時 平成4年11月20日(創午前10時~午後3時

b場所 中央公民館
b教室と講師名

茶道.浜田宗近、生け花 :渋谷とく、料理:山本

淳、洋裁:野呂三枝子、省付:鶴谷公美子、ちぎり

絵:神i't美子、書道:時田智子、スポーツ.藤田妙

チ、篠手芸 :藤森せつ、日本舞踊:藤間綾彩、パ y

チワークキルト・ 三上久子、英語 ・三浦志f中

幼児教育の大事なとき

3歳になったら幼稚園へ
一 市私立幼稚園協会-

b願書配布 10月15日~

[>願書受付 11月 1日~

※詳しいことは、各幼稚園へ。

聖心幼稚園(末広町 宮⑪ 2222番)

ひまわり幼稚園(元町 宮⑪ 5080番)

富士幼稚園(みどり町8丁目 E⑪ 7974番)

五所川原幼稚園(唐笠柳 E⑮5150番)

お子さん(児童)のことで
因っていることはありませんか
福祉事務所福祉課では、 2名の家庭児童相談

員が相談を受けております。

l.家庭においての児童養育に関すること。

2.児童'.:::係る人間関係に関すること。

3.家庭児童の福祉に関すること。

これらの相談に応じていますので、お気楽に

おいで下さい。

毎週月曜日~金曜日 午前10時~午後4時

b問い合わせ 市福祉事務所福祉課(内線299)

|持別障害者手当の申請を受け付け中てす|
-特別障害者手当 -障害児福祉手当

主サ 象 者 障害の程度 女す 象 者 障害の程度

1 . 20歳以上で日常生活 日常生活に?首時特別の 1 . 20歳未満で、精神又 日常生活において常時

に常時特別の介護を要 介護を要する重度障害者 は身体に障害があり、 介護を要する障害児とは

する右記の在宅重度障 とは国民年金法施行令別 日常生活において常時 身体障害者当帳1級程度

害者。 表1組程度の降客が重複 介護を要する右記の在 ( 2級の一部を含む。)の

2 障害基礎年金等、障 するもの。又は同程度以 宅障害児 障害又は特別児童扶養手

害を事由とする年金の 上と認められるもの。 2.肢体不自由児施設等 当l級、 愛護手帳iAJ程

受給者であっても対象 に入所している場合及 度の障害のうち最重度の

になります。 び障害を支給事由とす 障害と認められるもの。

3.身体障害者療養施設 る年金を受給している

等に入所している場合 場合に対象となりませ

及び病院等に3ヵ月以 ん。

上継続入院している場

合は受給できません。
手当額及び支払丹 支給の制限

手当額及び支払月 支給の制限
1 .手当額は月額13，180円 本人及び本人の配偶者

2.支払月は2月、 5月、 もしくは扶養義務者の前
l 手当額は月額24，230円 本人及び本人の配偶者 8月及び11月の4期に 年の所得が政令で定める
2.支払月は2丹、 5月、 もしくは扶養議務者の前 それぞれの前月分まで 額を超えるときは、手当

8月及び11月の4期に 年の所得が政令で定める を支払います。 の支給が停止されます。

それぞれの前月分まで 額を超えるときは、手当

を支払います。 の支給が停止されます。 [>問い合せ 市福祉事務所(内線371番)
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五
所

川
原
市

立
 

西
北

中
央
病
院

副
院

長
 

古
 

川
 
力
 

男
 

楽
し
く
豊
か
な
明
日
の
た
め
に
騰
 

津軽鉄道の列車運行時刻が 

11月1日より改正になります。 

恒例、ストーブ列車も11月1日

より運行。 

五所川原発 8:17, 10:10, 13:07 

中 里 発 7 : 06. 9: 08, ii : 07, 

14: 00. 

レお間い合わせ 津軽鉄道云34-2148 
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「I
 

(
 

最
近
の
ス
ポ
ー
ッ
熱
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
、
ま
た
種

類
の
如
何
を
間
わ
ず
普
及
し

て
き
て
い
る
。
 ス
ポ

ー
ッ
選

手
、
愛
好
者
も
急
激
に
増
加

し
、
指
導
法
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
法
の
変
化
、
用
具
の
改
良

な
ど
と
相
侯
っ
て
技
術
の
進

歩
も
目
を
み
は
る
も
の
が
あ

る
。
一
方
、ス
ポ

ー
ツ
の
興
隆

に
と
も
な
っ
て
ス
ポ
ー
ッ
外

傷
・
障
害
も
増
加
し
て
い
る
。
 

そ
の
中
で
も
過
度
使
用
症
候

群
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
、
選
手
と
し
て
毎
日
激
 

し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
人
や
、
定
期
的
に
運

動
を
行
っ
て
い
る
人
に
み
ら

れ
る
。
同
じ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
繰
返
し
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
身
体
の
一
．部
に
過
度
の
負

荷
が
加
わ
っ
た
り
、
あ
る
い

は
小
外
傷
が
反
復
し
加
わ
る

た
め
に
起
る
も
の
で
、
純
然

た
る
外
傷
と
区
別
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ッ
障
害
であ
る
。
 

野
球
肩
・
肘
、テ
ニ
ス
肘

な
ど
ス
ポ
ー
ッ
種
目
名
が
付

け
ら
れ
た
障
害
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
過
度
使
用
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
障
害
は
近
年
 

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
よ
っ
て

一
部
の
選
手
だ
け
で
な
く
、
 

体
力
づ
く
り
に
ス
ポ
ー
ツ
を

行
っ
て
い
る
人
に
も
み
ら
れ

て
い
る
。
と
く
に
成
長
期
の

若
年
層
に
も
多
発
の
傾
向
が

み
ら
れ
る
。
骨
格
系
な
ど
未

熟
な
若
年
者
へ
の
過
度
の
運

動
負
荷
は
、
こ
の
よ
う
な
ス

ポ
ー
ッ
障
害
の
原
因
と
な
る
。
 

時
に
は
生
涯
に
わ
た
る
機
能

障
害
を
残
す
こ
と
も
あ
る
の

で
治
療
よ
り
予
防
が
大
切
で

あ
り
、
ス
ポ

ー
ッ
指
導
者
等

の
理
解
と
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
 

年金週間 11月6日～11月12日 

昭和61年 4 月に改正された年金制度は、すべ

ての国民を対象とした基礎年金制度を導入した

ことにより、将来避けて通ることのできない高

齢化社会に対応5できる 「長期的に安定した年金

制度」 になりました。 県と市役所では11月 6 日 

一 ～12日を年金週間、11月中を国民年金制度推進 

’ 月間として、市民のみなさんに年金制度を正し

く理解していただくため、いろいろな行事や広

報を行います。 

この機会にみなさんも年金について、考えて

みてはいかがでしょうか。 

レ間い合わせ 国保年金課（内線258) 

最低賃金が改正されました 
ー最低賃金周知旬間 n月21日～n月30日 

青森県最低賃金は、10月 9 日より適用されま 

す。 日額で4,094円、時間給は512円です。 

働くすべての人と、 その使用考に適用されま 

す。 

レ間い合わせ 青森労働基準局賃金課 

ft0177-34-4111 

又は、各地区の労働基準監督署 

平成5年使用農業用免税軽油の 
4．子H三：1：ブこH．山三主申・ノ7-'皿H一 
ノし‘Iノし口』』．入 I」 mロ日目 vノ×IJ 

平成 5 年に使用する農業用免税軽油の免税証 

の交付申請書を受イ寸します。 

レ日日寺 平成 4 年11月13日午前 9時～午後 3時 

レ場所 五所川原市栄町10 

青森県五所川原合同庁舎 

ン申請用紙 県税事務所、農業協同組合及び軽 

油販売店にあります。 

※農協、販売店に申請書の提出を依頼される方 

は、受イ寸日前に各農協、販売店ヘ 

レ問い合わせ 五所川原県税事務所 

（内線207・208) 
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ー
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党
ま
し
い
も
の
が
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り
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
、
ま
た
種

類
の
如
何
を
間
わ
ず
普
及
し

て
き
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
選

手
、
愛
好
者
も
急
激
に
増
加

し
、
指
導
法
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
法
の
変
化
、
用
具
の
改
良

な
ど
と
相
侠
っ
て
技
術
の
進

歩
も
目
を
み
は
る
も
の
が
あ

る
。
一
方
、
ス
ポ
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ツ
の
興
隆

に
と
も
な
っ
て
ス
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ツ
外

傷
・
障
害
も
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
過
度
使
用
症
候

群
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が
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り
、
選
手
と
し
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毎
日
激
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ニ
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を
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て
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る
人
や
、
定
期
的
に
運

動
を
行
っ
て
い
る
人
に
み
ら

れ
る
。
同
じ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
繰
返
し
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
身
体
の
一
，
部
に
過
度
の
負

荷
が
加
わ

っ
た
り
、
あ
る
い

は
小
外
傷
が
反
復
し
加
わ
る

た
め
に
起
る
も
の
で
、
純
然

た
る
外
傷
と
区
別
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
障
害
で
あ
る
。

野
球
肩

・
肘
、
テ
ニ
ス
肘

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
種
目
名
が
付

け
ら
れ
た
障
害
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
過
度
使
用
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
障
害
は
近
年

古

l
 
l
 

E
E
E

，
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男

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
よ
っ
て

一
部
の
選
手
だ
け
で
な
く、

体
力
守
つ
く
り
に
ス
ポ
ー
ツ
を

行
っ
て
い
る
人
に
も
み
ら
れ

て
い
る
。
と
く
に
成
長
期
の

若
年
層
に
も
多
発
の
傾
向
が

み
ら
れ
る
。
骨
格
系
な
ど
未

熟
な
若
年
者
へ
の
過
度
の
運

動
負
荷
は
、
こ
の
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
障
害
の
原
因
と
な
る
。

時
に
は
生
涯
に
わ
た
る
機
能

障
害
を
残
す
こ
と
も
あ
る
の

で
治
療
よ
り
予
防
が
大
切
で

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等

の
理
解
と
注
意
が
必
要
で
あ

る。

最低賃金が改正されました17年金週間四6日Oi!sif1:1
11月21日--11月30日一

青森県最低賃金は、 10月 9日より適用されま

す。日額で4，094円、時間給は512円です。

働 くすべての人と、その使用考に適用されま

す。

1>問い合わせ

一最低賃金周知旬間

青森労働基準局賃金諜

室'0177-34-4111

各地区の労働基準監督署

平成5年使用農業用免税軽油の
免税証交付申請書の受付
平成 5年に使用する農業用免税軽油の免税証

の交付申請舎を受付します。

1>日時 平成 4年11月13日午前9時~午後3時

じ〉場所 五所川原市栄町10

青森県五所川原合同庁舎

1>申請用紙 県税事務所、農業協同組合及び軽

油販売庖にあります。

※農協、販売庖に申請書の提出を依頼される方

は、受付目前に各農協、販売庖へ

1>問い合わせ 五所川原県税事務所

(内幸泉207・208)

又は、

昭和61年 4月に改正された年金制度は、すべ

ての国民を対象とした基礎年金制度を導入した

ことにより、将来避けて通ることのできない高

齢化社会に対応できる「長期的に安定した年金

制度」になりました。県と市役所では11月 6日

-12日を年金週間、11月中を国民年金制度推進

月間として、市民のみなさんに年金制度を正し

く理解していただくため、いろいろな行事や広

報を行います。

この機会にみなさんも年金について、

みてはいかがでしょうか。

1>問い合わせ 国保年金諜

考えて

(内線258)

津軽鉄道の列車運行時刻が

11月1日より改正になります。

恒例、ストーブ列車も11月1日
より運行。

8 : 17、10:10、13:07 

7 : 06、 9 : 08、11: 07、

14: 00、

1>お問い合わせ 津軽鉄道 官34-2148

五所川原発

中里発
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し t つき 

月 霜月 

、一 	市役所 公35- 2111 , 

塩分控えめ、おいしい料理 

うす味料理講習会 
レテーマ バランス食と減塩について学び、成 

人病を防ごう．ノ 

レ日 程 

開催月日 対象地区 開 催 場 所 締め切り 

11月19日困 松島地区 保健 セ ン タ ー 11月13日園 

11月20日圏 三好地区 コミュニテイセンター三好 11月13日国 

11月27日国 石田坂地区 石 田 坂 公民館 11月21日田 

）日 時 	 O 
11月27日（金）午後 1時 	鵬、． 

レ場 所 	 “罵” 

市保健センター 	 彫． 

レ講 師 田村英嗣先生 	．■ 

（白生会胃腸病院胃腸科部長） ー ■

レテーマ 内視鏡をつかった治療について 

）主 催 北五医師会・市保健協議会 

愛の献血 

期 	日 時 	間 場 	所 

11月11日 

（水） 

午前10時から 
午前11時30分まで’ 

金山 
特別養護老人ホ―ム 

「青山荘」前 

11月の子宮がん・乳がん・甲状腺集団検診 

実施日 対 象 地 区 

11月 4 日（水） 松
 
島
 
地
 
区
 

 
11月 5 日困 松島地区 

11月 6 日園 松島町、小曲地区 

11月12日困 七和地区 

11月13日団 七和地区 

※この検診は、すでに申し込みをされた方のみ

が対象となっていますので、ご注意ください。 

結核検診の結果通知 
9 月16日 一18日の日程で実施した結核検診の

結果について、精密検査の必要な方には個別に

通知しましたが、10月中に通知のなかった方は

異常がなかったものとして、ご了承ねがいます。 

市税は納期内に納めましょう 

●固定資産税＼ 
‘罫集盆需 IJL 〉 	第A 期 
●都市計画税／ 	牙コ-rプヤコ 
・国民健康保険税・・・・ー第5期 

納期は、11月30日です。 
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レ献 立 石垣豆腐、かんたんグラタン 

卵のコロッケ 

ン時 間 午前9: 30～午後 1: 00 

レ料 金 無 恥ト 

レ持参するもの エプロン、筆記用具、ごはん、 

みそ汁（小ビンなどに入れて）、健康手帳、食 

事しらべ用紙（地区の保健協力員からもらっ 

てください） 
	 4 

ン申し込み先 地区の保健協力員へ（参加一申し

込み用紙があります）地区外の方でも参加てな
をま 十 

生活講座受講生募集 
〇料理教室 

・おもてなし料理 

（お客様に心のこもったおもてなしを） 

レ日 時 11月19日（オく）午後 6日寺30分～ 8 時30分 

11月20日（金う午前 9時30分～11時30分 

D募集人員 どちらも20名 

レ対 象 市内に住所または勤務先を有する婦人 

レ締切日 先着順で定員になり次第締切ります。 

レ受講料 無恥 （材拳ト代は各自負担願います） 

レ申し込み及び間い合せ先 

新町イ動く婦人の家（=35-8898) 

11月9日は「119の日」 
火事と救急は 119番ノ＼ 

1 
ディジタル交換機への NT「 
切替え工事のおしらせ五所川原支店 

NTT五所川原支店では、従来のアナログ交

換機からディジタル交換機への切替工事を行い

ます。切替工事は、電話のご利用の少ない時間

帯に行いますが、切替時、概ね 5分程度通話に支

障をきたすことがあるため、この時間帯は電話

のご利用をさけていただくよう、ご協力下さい。 

1.切替日時 平成 4 年11月14日田午前 3 時00分 
2切替場所 NTT五所川原支店 

（五所川原市字上平井町102) 
3.切替市内局番 34局、35局 

4．切替回線数 約16,500回線 

5．交換機名 D 70形ディジタル交換機 
し 

日寺 上お 所ー陪

午前10日寺から
午前11時30分まで

金山
特別建議老人ホーム

ヘ守山~fJ 自ír

みんなの健康教室
1>日時

11月27日(鉛午後 1時

1>場所

市保健センタ-

b講師 団村英両先生

(白生会胃腸病院胃腸科部長)

1>テーマ 内視鏡をつかった治療について

1>主催北五医師会・市保健協議会

11月の子宮がん・乳がん・甲状腺集団検診

実施日 大サ 象 地 区

11月4日(水) 松島地区

11月 5日(木) 松島地区

11月6日幽 松島町、小曲地区

11月12日(木) 七和地区

11月13日後) 七和地区

※この検診は、すでに申し込みをされた方のみ

が対象となっていますので、ご注意ください。

結核検診の結果通知
9月16日-18日の日程で実施した結核検診の

結果について、精密検査の必要な方には個別に

通知しましたが、 10月中に通知のなかった方は

異常がなかった ものとして、 ご了承ねがいます。

期
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塩分控えめ、おいしい料理

うす味料理講習会
1>テーマ バランス食と減塩について学び、成

人F丙をF方ごう/

[>日程:

関 1I場所

保健センター

コミュニティセンタ一三好

石田坂公民館[

[>献立

卵のコロッケ

[>時間 午前 9 : 30-午後 1 : 00 

b料金 無料
b持参するもの エプロン、筆記用具、ごはん、
みそ汁(小ピンなどに入れて)、健康手帳、食

事しらべ用紙(地区の保健協力員からもらっ

てください)

[>申し込み先 地 区の保健協力員へ(参加.申し

込み用紙があります)地区外の方でも参加で

きます。

生活講座受講生募集
0料理教室

・おもてなし料理

(お客様:に心のこも ったおもてなしを)

じ〉 日時 11月19日(木)午後6時30分 -8時30分

11月20日幽午前 9時30分 -11時30分

じ〉募集人員 どちらも20名

じ〉対 象 市内に住所または勤務先を有する婦人

[>締切目 先者順で定員になり次第締切ります o

b受講料 無料 (材料代は各自負担願います)
じ〉申し込み及び問い合せ先

新町働く婦人の家(宮35-8898)

11月9日は il19の日J
火事と救急は 119番へ

ディジタル受換機への NTT
切替え工事のおしらせ五所川原支庖
NTT五所川原支庖では、従来のアナログ交

換機からディ ジタル交換機への切替工事を行い

ます。切替工事は、電話のご利用の少ない時間

帯に行いますが、切替時、概ね5分程度通話に支

障をきたすことがあるため、この時間帯は電話

のご利用をさけていただくよう、ごtaカ下さい。
1.切替日時平成4年11月14日比)午前3時00分

2.切替場所 NTT五所川原支庖

(五所川原市字上平井町102)

3.切替市内局番 34局、 35局

4.切替回線数 約16，500回線

5.交換機名 D70形ディジタル交換機
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五所川原市交通安全対策協議会 

シートベルト しめる心が 身を守る 

交通安全は家庭から 

塞週郵故認観 
（平成 4 年10月20日現在） 
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しきしま 
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センター 

院生の歌に、思わず踊りも
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あっちでねが こ
っ
ちでねが 

秋はスポーツ．ノ 
地図やコンパスを頼りに 

夏1妊之三烈ゼ県黙魚里焦 

十
月
四
日
、
狼
野
長
根
公
園

で
、
あ
す
を
拓
く
あ
す
な
ろ
県

民
運
動
推
進
協
焚

云
と
、市
教

育
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
県
民
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

小
学
生
や
家
族
連
れ
、
約
五

十
人
の
参
加
者
達
は
、
折
か
ら

降
り
出
し
た
雨
を
、
も
の
と
も

せ
ず
、
地
区
や
コ
ン
パ
ス
を
頼

り
に
、
次
々
に
ポ
イ
ン
ト
を
め

さ
し
、
約
四
キ
ロ
の
競
技
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

一
位⑥
小
学
校
の
部
H
柳
原
真
、
 

阿
部
裕
介
、
白
戸
旬
、
外
崎
高

逸
、
小
林
常
人
 

⑨
一
般
の
部
H
三
戸
太
一
郎
、
 

舘
幸
男
 

＠
家
族
の
部
H
小
田
桐
等
、
洋

子
、
匠
、
亘
 

何
よ
り
も
「
健
康
」
が
い
ち
ば
ん
 

第
ニ
回
冒
尋
祭
 

ー

市
立
高

等
看
護
学
院
 

十
月
十
六
日
、
十
七
日
の
両

日
、
市
立
高
等
看
護
学
院

（
山

形
明
義
院
長
）
で
は
、
市
民
に
、
 

健
康
で
快
適
な
生
活
を
目
ざ
し

て
も
ら
い
た
い
と
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
第
二
回
看
学
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
院
生
に
よ
る
、
 

家
庭
で
出
来
る
看
護
の
実
演
ゃ
、
 

介
護
医
療
器
具
の
展
示
、
血
圧

測
定
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
他

十
七
日
に
は
、
カ
ラ
ォ
ケ
大
会

も
行
わ
れ
、
患
者
さ
ん
や
父
兄
、
 

地
域
の
人
達
と
の
楽
し
い
ふ
れ

合
い
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
 

十
月
四
日
、

狼
野
長
根
公
園

で
、
あ
す
を
拓
く
あ
す
な
ろ
県

民
運
動
推
進
協
議
会
と
、
市
教

育
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
オ
リ

エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
県
民
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
や
家
族
連
れ
、
約
五

十
人
の
参
加
者
逮
は
、
折
か
ら

降
り
出
し
た
雨
を
、
も
の
と
も

せ
ず
、

地
区
や
コ
ン
パ
ス
を
頼

り
に
、
次
々
に
ポ
イ
ン
ト
を
め

さ
し
、
約
四
キ
ロ
の
競
技
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一位
。
小
学
校
の
部
H
柳
原
真
、

阿
部
裕
介
、

白
戸
旬
、
外
崎
高

逸
、
小
林
常
人

。

一
般
の
部
日
三
戸
太
一
郎、

舘
幸
男

。
家
族
の
部
川
小
田
桐
等
、
洋

子
、
匠
、

亘

何

警守
面t
g冒E
E早》i
igi 
~ "; l ん

長
い
間
寝
た
き
り
の
人

の、

体
位
受
換
と
か
、

シ
ー
ツ
受
換
の
実
演

十
月
十
六
日
、
十
七
日
の
両

日
、
市
立
高
等
看
護
学
院
(
山

形
明
議
院
長
)
で
は
、
市
民
に
、

健
康
で
快
適
な
生
活
を
目
ざ
し

て
も
ら
い
た
い
と
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
第
二
凶
看
学
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
院
生
に
よ
る、

家
庭
で
出
来
る
看
護
の
実
演
や
、

介
諮
医
療
器
具
の
展
示
、
血
圧

測
定
等
の
健
康
チ
エ

y
ク
の
他

十
七
日
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

も
行
わ
れ
、
念
者
さ
ん
や
父
兄、

地
域
の
人
達
と
の
楽
し
い
ふ
れ

合
い
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

4 っちでねかJ
rあっちでねか J'1...-..) 

院生の軟に、思わす踊りも
出ます。

県 内 五所川原市官内

発 6.073 222 
生 (+ 2 8) (+ 1 3) 
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者 (+ 1 8) (+ 4) 
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交通安全は家庭からi21世紀五所川原市民会議Jll月の日程

日 B~ 時間 対象地区 開催場所日

10: 00- 長橋地区
コミュニアイー

センター長橋
16 (月)

13: 30- 七和地区
コミュニティー

センタ一七和

11 梅沢
10: 00- 梅沢地区 コミュニティー

17 Ij() センター

13: 30- 栄 地 区
コミュニティー

月
センタ一栄

10: 00- 小曲地区 農村財人の家

18 (水) しきしま

13: 30-
五所川原

コミュニティー
(北) センター
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身を守るしめる心がトベルトン
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